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今
年
も
7
月
31
日
（
金
）
に
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、8
月
29
日
（
土
）
に
は
総
合
体
育
館
で
、

第
３
回
輪
投
げ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
2
2
9
チ
ー
ム
1
3
3
0
人

も
の
参
加
が
あ
り
、
昨
年
度
を
3
0
0
人
近

く
上
回
る
参
加
者
で
会
場
は
大
変
な
熱
気
と

興
奮
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

区
で
も
輪
投
げ
に
取
り
組
む
ク
ラ
ブ
が

段
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
大
会
の

レ
ベ
ル
も
年
々
高
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

輪
が
目
標
に
入
る
と
大
き
な
歓
声
と
た
く

さ
ん
の
笑
顔
に
あ
ふ
れ
、
外
れ
て
も
仲
間
を

励
ま
す
明
る
い
声
が
場
内
に
響
き
ま
し
た
。

小松川・葛西・東部
（スポーツセンター）

優　勝 十八寿会Ａ　　　346 点

準優勝 笑和会Ａ　　　　336 点

第３位 新田ことぶきクラブＡ 327 点

松江・小岩・鹿骨
（総合体育館）

優　勝 上篠崎喜良久会Ａ�368 点

準優勝 谷河内長寿会Ａ� 344 点

第３位 西一之江クラブＡ�327 点

くすのき輪投げ事情
くすのきクラブでは輪投げが大流行！
各クラブにおじゃましてきました♪

　

谷
河
内
長
寿
会
の
元
気
の
秘

密
…
そ
れ
は
輪
投
げ
で
す
！

　

こ
の
日
は
全
員
お
揃
い
の
ピ

ン
ク
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
。「
ピ

ン
ク
は
最
初
抵
抗
が
あ
っ
た
け

ど
、
着
て
み
る
と
気
分
が
明
る

く
な
る
」
と
芦
田
会
長
。
チ
ー

ム
に
も
一
体
感
を
生
み
、
競
技

中
も
常
に
笑
い
が
絶
え
ま
せ

ん
。　

　

岩
楯
元
会
長
は
御
年
93
歳
に

な
ら
れ
ま
す
が
、
元
気
に
輪
投

げ
に
参
加
し
、
腕
前
は
ク
ラ
ブ

一
で
す
。
輪
投
げ
台
ま
で
自
作

す
る
ほ
ど
熱
心
で
す
。

　

輪
投
げ
の
後
は
お
茶
会
。
自

分
た
ち
の
近
況
に
つ
い
て
世
間

話
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

輪
投
げ
が
健
康
の
増
進
と
共

に
楽
し
い
交
流
の
場
と
な
り
、

谷
河
内
長
寿

会
の
み
な
さ

ん
の
元
気
の

源
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

第
３
回 
輪
投
げ
大
会

熱
投
！
頂
点
へ

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

結
果
は
５
勝
５
敗
の
引
き

分
け
で
し
た
が
、
最
後
は
会
長

同
士
笑
顔
で
握
手
し
て
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

「
ク
ラ
ブ
だ
け
で
や
る
の
も

張
り
合
い
が
な
く
て
ね
。
交
流

戦
に
す
れ
ば
盛
り
上
が
る
し
楽

し
く
な
る
」
と
河
瀬
会
長
。

み
な
さ
ん
も
ご
近
所
の
ク

ラ
ブ
同
士
声
を
掛
け
あ
い
、
交

流
戦
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

なぎさ麗樹会

勝
負
！
交
流
戦

葛西仲町第三永寿会

▲
結
果
発
表
で

　
一
喜
一
憂
！

（左）河瀬会長、（右）高瀬会長

VSVS
７
月
14
日(

火)

に
、
連
合

会
輪
投
げ
大
会
の
前
哨
戦
と
し

て
、
な
ぎ
さ
麗
寿
会
と
葛
西
仲

町
第
三
永
寿
会
に
よ
る
２
回
目

の
輪
投
げ
交
流
戦
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

前
回
惜
し
く
も
負
け
て
し

ま
っ
た
仲
町
の
皆
さ
ん
は
今
度

こ
そ
、
と
強
い
意
気
込
み
。
今

回
も
勝
負
は
拮
抗
し
、
大
い
に

谷河内長寿会

岩楯元会長自作
の輪投げ台
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輪っか、
どうやって投げる？
　輪投げを楽しんでいるみなさん、突然
ですがいつもどのように投げています
か？投げ方は人によって様々。一人ひと
りベストな投げ方があると思います。
　 そこで、輪投げ大会レポートとして
各クラブのエースにインタビューをし

ました。いろいろ試して自分に
あった投げ方を研究して

みてください！

①有賀信司（78）
②上一色南部親交会
③30～ 40点くらい
④輪を水平より少し上向きに
持つ。足を前後に開き、投げ
ながら後ろから前へ体重移
動をする。
⑤健康に良く、気
楽にできると
ころ。みん
なでやると
楽しい！

①佐藤とし（77）
②ハイコーポ長島
③50点くらい
④�入った時のフォームを
変えないこと。輪は回
転させないように。い
ろいろなところではな
く、1 カ所入れる場所
を決めておく。

⑤�体を動かすのが好きな
ので、いい運動になり
ます。

①伊奈庄一（77）
②一之江南部長寿会
③63点くらい
④手首を回さず、その
まま台の中へ入れる。
台の真ん中を狙う。
⑤みんなでワイワイ言
いながら交流できる
ところ。普段上手な
人の調子が悪いと、
軽く冷やかすことも
あります（笑）。

①五十嵐春枝（88）
②松寿会
③ 45点くらい (1 ～ 9す
べてに入れました！ )
④手をまっすぐ伸ばし、
手首も振らない。膝を
使って投げる。
⑤練習中は意外とちょこ
ちょこ歩くので運動に
なります。体がふらつ
くと投げられないので、
姿勢が良くなった所も
嬉しいです。

①中村義政（79）
②平井東四クラブ
③63点くらい
④�輪がぶれないように平
行に投げる。平行にす
ると接する面積が広く
なり、入る確率が上が
る気がします。

⑤�考えすぎず楽しくでき
るところ。

①名前（年齢）
②クラブ
③最高スコア
④投げ方のコツ
⑤輪投げのよさとは?

突撃！
チームのエースたち

①忍足あや子（76）
②江戸川一丁目長寿会
③40点くらい
④�左から右に投げる。遠心力
を利用するようなイメージ
です。
⑤�みんなで盛り上がれるとこ
ろ。今回大会には初出場で
週に1、2回の練習が楽し
いです。
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通知カードと一緒に書類が届きま
したが、これはなんですか？

Q

�個人番号カード交付申請書と説明書
です。書類を記入の上、顔写真を添
付し申請すると個人番号カード
を作ることができます。申請を
希望する方はご使用ください。

A

番号が長くて覚えられません。好き
な数字に変えることはできますか？

Q

�自由に番号を変えることはできませ
ん。同じ番号を生涯にわたってお使い
いただきます。ただし、番号の流
出等で不正に使われる恐れがある
場合は変更することができます。

A

通知カードが送られてきましたが、
何に使うのですか？

Q

�年金や介護保険の申請、確定申告な
どで通知カードに記載されたマイナ
ンバー（12桁の数字）を利用し
ます。生涯使うものですので、
必ず大切に保管して下さい。

A

マイナンバーを店や業者に教えて
も問題ないですか？

Q

�教えてはいけません。また、店側が
番号を書き写したり、コピーしたり
することは法律違反に当たります。
ただし、法律に定められた手続
きのために勤務先等への提示が
求められる場合があります。

A

最近引っ越しをしましたが、まだ
住民票を移していません。引っ越
し先に通知カードは届きますか？

Q

住民票のない住所には届きません。
発送先は平成27年10月5日時
点の住民票の住所です。住民票
は必ず早めに移してください。

A

問い合わせ先

マイナンバーコールセンター

江戸川区役所 企画課 社会保障・税番号制度調整担当係
03-5662-0091( 制度の問い合わせのみ )

9 時 30 分〜 17 時 30 分
※土日・祝日・年末年始を除く

0570-20-0178

マイナンバー Q ＆ A

マイナンバー 2 種類のカード
　国民全員にマイナン

バーをお知らせするカー

ドです。10 月から住民

票の住所に順次

簡易書留で届

きます。

　マイナンバーに加え、顔写真・有効期限

の記載があるカードです。

　I Cチップが内蔵されたプラスチック製の

カードで、通知カードと違い、これ1枚で

身分証明書として使用することができます。

　交付開始は平成28年1月以降を予定し

ています。交付を希望する方は、通知カー

ドと一緒に届いた書類で申請して下さい。

②個人番号カード①通知カード

全員に
お届け！

どんな
メリットが
あるの？

希望者のみ

マイナンバーとは？
　マイナンバーと

は、国民一人ひとり

が持つ 12 桁の個人

番号のことです。

　社会保障、税、災

害対策の分野で利用し、国や区などの複

数の機関がそれぞれ保有する個人の情報

が「同じ人の情報」であることの確認の

ために活用されます。

　行政窓口での各種手続きの簡素化や、

公平・公正な社会の実現を図ります。

　

10
月
か
ら
い
よ
い
よ
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
通
知
が
始
ま
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
私
た

ち
の
生
活
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

始
ま
り
ま
す
！

【マイナンバー制度の利点】
住民の利便性の向上

面倒な手続きが
簡単に !

面倒な手続きが簡単
に！年金や福祉など
の申請で書類の提出
が不要になります！

公平・公正な社会の実現

給付金などの
不正受給の防止
所得把握の正確性が向
上し、公平な課税や給
付金などの不正受給防
止につながります。

行政の効率化

手続きが
正確で早くなる !
各機関での時間・労
力の無駄が削減さ
れ、手続きがスムー
ズになります！
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23
号
棟
慶
寿
会
は
、
ま
と
ま
り

の
よ
い
ク
ラ
ブ
で
す
。
何
か
や
り

た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
一
緒
に

な
っ
て
考
え
て
く
れ
ま
す
。
会
員

の
方
も
積
極
的
に
行
動
を
し
て
く

れ
る
の
で
、
と
て
も
助
か
っ
て
い

ま
す
。

　

月
に
2
回
行
う
理
事
会
の
際
に

は
、
地
域
の
清
掃
も
行
い
ま
す
。

住
ん
で
い
る
地
域
が
き
れ
い
に
な

る
と
、
と
て
も
気
持
ち
が
よ
く
、

ま
た
や
ろ
う
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

外
に
出
る
良
い
き
っ
か
け
に
も
な

り
、
一
日
を
気
持
ち
よ
く
過
ご
す

　

西
葛
西
ハ
イ
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
会

員
全
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
な

企
画
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
特

に
、
年
２
回
行
わ
れ
る
誕
生
日
会

で
は
全
員
で
お
祝
い
を
す
る
と
と

も
に
、
会
員
同
士
の
交
流
の
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。
誕
生
日
会
で
は

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
行
っ
て
い
ま
す

が
、
互
い
に
カ
ー
ド
を
見
せ
合
い

な
が
ら
、
ほ
ど
よ
い
緊
張
感
が
味

わ
え
る
と
毎
回
好
評
で
す
。

　

健
康
保
持
と
し
て
、
当
ハ
イ
ツ

の
集
会
室
に
講
師
を
招
い
て
出
前

健
康
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

健
康
を
気
に
す
る
方
も
多
く
、
年

２
回
行
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
回
満

員
に
近
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
っ
か
り
と
体
を
動
か
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
普
段
使
わ
な
か
っ

た
筋
肉
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
体
の
調
子
が
と
て
も
良
く

西葛西ハイツクラブ
会長：畑　幹雄
会員：107 人

小松川
地区

23号棟慶寿会
会長：久野　テル子 
会員：51 人

ク ラ ブ 紹 介

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
最
近

ク
ラ
ブ
で
は
輪
投
げ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
輪
投
げ
は
参
加
人
数
も
多

い
た
め
、
や
っ
て
い
て
と
て
も
楽

し
い
で
す
。
今
年
は
、
大
会
に
も

葛西
地区

家
族
の
よ
う
な
ク
ラ
ブ
へ

交
流
を
大
事
に

な
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
で
も
、
会
員

の
健
康
に
気
を
遣
え
る
よ
う
、
体

を
動
か
す
機
会
を

増
や
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

年
に
１
度
、
西
葛

西
ハ
イ
ツ
祭
り
が
あ

り
、
ク
ラ
ブ
で
は
山

車
の
安
全
巡
行
や
交

通
の
見
守
り
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て

い
ま
す
。
地
域
の
祭

り
で
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、

安
全
に
楽
し
め
る
こ
と
を
心
が
け

て
行
っ
て
い
ま
す
。
祭
り
以
外
に

も
、
自
治
会
と
協
力
し
て
地
域
活
動

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
活
気
あ
る
地

域
に
し
て
い
く
た
め
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。　

趣
味
の
教
室
で
は
、

麻
雀
大
会
、演
芸
大
会
、

落
語
の
講
演
会
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
麻
雀

大
会
は
毎
週
２
回
行
っ

て
お
り
、
参
加
者
の
中

に
は
女
性
も
多
く
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
今
後
も

様
々
な
活
動
を
通
し

て
、
会
員
同
士
の
交
流

を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

参
加
し
ま
し
た
。
輪
投
げ
は
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
と
て
も
重
要
で
、
会

員
同
士
で
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま

す
。
輪
投
げ
を
し
て
い
る
間
は
笑

顔
が
絶
え
ず
、
一
投
ご
と
に
一
喜

一
憂
で
き
る
の
が
、
輪
投
げ
の
面

白
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
茶

話
会
で
は
、
お
し
ゃ
べ
り
も
は
ず

み
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

会
員
か
ら
の
意
見
や
要
望
な
ど
も

あ
る
の
で
、
会
員
の
声
が
聴
け
る

貴
重
な
場
で
す
。
ク
ラ
ブ
全
体
で

考
え
る
こ
と
や
個
人
的
な
悩
み
な

ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
悩
み

を
解
決
し
て
い
く
の
も
ク
ラ
ブ
活

動
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

歳
を
と
る
と
家
か
ら
出
る
機
会

みんなで元気に

出前健康教室の様子

も
減
っ
て
し
ま
う
の
で
、
気
軽
に

参
加
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

増
や
し
て
い
き
、
ク
ラ
ブ
が
家
族

の
よ
う
に
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で

す
。

仲良く笑顔

楽市師匠落語会
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千
春
会
は
平
成
11
年
に
結
成

し
、
今
年
で
17
年
目
に
入
り
ま
し

た
。「
生
涯
青
春
」
を
合
言
葉
に
、

仲
良
く
、
楽
し
く
、
健
康
第
一
で

日
々
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ク

ラ
ブ
に
は
、
4
つ
の
サ
ー
ク
ル
が

あ
り
、
手
芸
（
編
み
物
）、
カ
ラ

オ
ケ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。
会
員
で
な

い
方
で
も
、
自
由
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
途
中
か

ら
入
会
さ
れ
る
方
が
多
く
、
気
軽

に
会
の
活
動
を
見
ら
れ
る
の
が
会

員
増
強
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
曜
を
除
く
朝
７
時
か
ら
毎
日
、

ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ
て
い
て
、
毎

　

上
中
百
々
の
会
で
は
「
ま
ず
健

康
、
そ
し
て
笑
顔
で
明
る
く
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
会
員
全
員
が
参
加

で
き
る
企
画
を
多
数
用
意
し
て
い

ま
す
。
上
一
色
中
町
会
館
を
利
用

し
た
活
動
で
は
、
会
員
全
員
が
い

ず
れ
か
の
サ
ー
ク
ル
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
上

一
色
小
学
校
の
新
中
川
河
川
敷
自

然
学
習
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
毎

月
行
っ
て
い
ま
す
。
開
校
60
周
年

回
20
人
前
後
の
方
が
参
加
さ
れ
て

い
ま
す
。
朝
一
番
に
体
を
ほ
ぐ
す

こ
と
で
、
一
日
を
元
気
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
と
、
大
変
好
評
で

す
。
手
芸
は
毎
週
木
曜
日
に
お
茶

会
も
兼
ね
て
行
っ
て
い
ま
す
。
手

芸
よ
り
も
、
お
し
ゃ

べ
り
で
つ
い
つ
い
手

が
止
ま
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
は

月
２
回
、
ス
ク
リ
ー

ン
が
大
き
い
の
で
迫

力
が
あ
り
、
皆
さ
ん

思
い
っ
き
り
楽
し
ん

の
際
に
は
、ク
ラ
ブ
で
作
成
し
た
、

押
し
花
の
し
お
り
1
5
0
枚
を
、

教
員
・
生
徒
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

春
に
は
桜
を
見
る
会
を
催
し
ま

す
。
地
元
の
西
小
岩
親
水
緑
道
の

桜
を
愛
で
な
が
ら
、
会
員
同
士
の

親
睦
を
図
る
食
事
会
で
す
。
そ
の

他
に
も
、
長
寿
会
は
年
1
回
、
誕

生
会
は
年
３
回
行
っ
て
お
り
、
懇

親
を
深
め
て
い
ま
す
。
年
末
に
は

食
事
会
も
実
施
し
て
お
り
、
30
人

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

健
康
保
持
と
し
て
リ
ズ
ム
運
動
と

カ
ラ
オ
ケ
は
毎
週
開
催
、
輪
投
げ

千春会
会長：伏木　正
会員：53 人

ク ラ ブ 紹 介葛西
地区

上中百々の会
会長：石川　武敬
会員：105 人

小岩
地区

ま
ず
健
康
、そ
し
て
笑
顔
で
明
る
く

合
言
葉
は
「
生
涯
青
春
」

は
月
2
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
を
運
営
す
る
上
で
、

様
々
な
工
夫
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
会
を
10
班
に
分
け
、
毎
月

会
報
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
会
報

で
い
ま
す
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
は
、

昨
年
よ
り
江
戸
川
高
校
の
生
徒
さ

ん
と
の
交
流
会
に
も
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
若
い
人
と
の

交
流
で
は
刺
激
を
も
ら
い
、
普
段

と
は
違
っ
た
雰
囲
気
で
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

好
き
な
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
通
じ
て
交
流
が
で
き

る
の
で
大
変
好
評
で
す
。

　

一
番
の
楽
し
み
と
い

え
ば
日
帰
り
研
修
で

す
。
し
か
し
、
ク
ラ
ブ

だ
け
で
は
席
が
埋
ま
ら

な
い
の
が
悩
み
で
し
た
。
た
ま
た

ま
、
隣
の
船
堀
永
寿
会
の
方
で
も

同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
た
た
め
、

話
し
合
い
に
よ
り
春
は
先
方
主

催
、
秋
は
当
方
主
催
で
３
年
前
か

ら
合
同
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
合

同
で
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企

画
で
き
る
こ
と
も
楽
し
さ
も
増

え
、
船
堀
永
寿
会
と
の
交
流
も
図

れ
、
一
石
二
鳥
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
同
士
で
協
力

し
合
い
、
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
で
の
活
動
も
大
事
に
し
て
い

き
、
地
域
の
力
に
な
っ
て
い
け
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

は
、
定
例
理
事
会
の
資
料
や
会
で

の
行
事
な
ど
を
も
と
に
作
成
し
て

い
ま
す
。
役
員
の
方
は
、
会
報
の

配
布
を
行
い
な
が
ら
会
員
の
意
見

や
希
望
な
ど
を
拝
聴
し
、
会
の
発

展
に
尽
く
し
て
く
れ
ま
す
。
会
員

全
員
で
の
加
入
促
進
を
心
が
け
て

い
ま
す
が
、
男
性
の
加
入
は
少
な

い
で
す
。
し
か
し
、
会
全
体
で
の

働
き
か
け
も
あ
り
、
本
年
4
月
に

は
男
性
１
人
、
女
性
4
人
の
加
入

が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
先
ず
健

康
、
そ
し
て
笑
顔
で
明
る
く
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
会
員
同
士
の
親
睦

を
よ
り
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

朝のラジオ体操

桜を見る会
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会員の随筆

追　

憶�

�

平
井
新
生
会　

梶　

昌
夫

思
い
出
の
旅

　

�

東
葛
西
公
社
ク
ラ
ブ　

幸
野　

六
男

春
眠
暁
を
覚
え
ず
。
燦
々
と

陽
光
窓
の
ぞ
く
。
そ
よ
風
に
誘

わ
れ
荒
川
河
川
敷
へ
。
緑
濃
い

芝
生
に
横
に
な
る
。
ふ
と
青
年

期
に
想
い
を
馳
せ
る
。

多
情
多
感
な
青
年
期
、
現

役
兵
と
し
て
歓
呼
の
声
に
送
ら

れ
、
中
国
山
東
省
ひ
な
び
た
費

県
、
機
関
銃
中
隊
へ
入
隊
。
ラ

ン
プ
灯
わ
び
し
く
人
影
な
し
、

本
隊
討
伐
へ
、
中
国
戦
線
異
状

あ
り
。
遅
い
夕
食
後
、
明
日
の

行
動
説
明
あ
り
。
消
灯
ラ
ッ
パ

も
の
悲
し
、
疲
労
大
な
れ
ど
眠

れ
ず
両
親
を
思
い
う
つ
ら
う
つ

ら
。
起
床
ラ
ッ
パ
で
、
整
列
、

点
呼
異
状
な
し
。
寝
不
足
で
朝

食
進
ま
ず
。8
時
広
場
へ
集
合
。

小
隊
長
助
教
助
手
の

自
己
紹
介
。
初
年
兵

30
人
緊
張
す
る
。
実

践
さ
な
が
ら
の
訓

練
。
檄
が
飛
び
成
果

あ
り
。
夕
刻
、
討
伐

よ
り
古
年
兵
帰
隊
、

眼
光
鋭
し
。
夕
食
後
、
初
年
兵

整
列
。
往
復
ビ
ン
タ
の
洗
礼
。

た
る
ん
で
い
る
の
一
言
。
こ
と

あ
る
ご
と
の
ビ
ン
タ
、
初
年
兵

固
結
。
汗
と
涙
の
半
年
訓
練
終

わ
る
。
一
等
兵
と
な
る
。
た
く

ま
し
く
肉
体
精
神
と
も
に
強
く

な
る
。

1
ヵ
月
後
、
初
陣
。
敵
は

毛
沢
東
率
い
る
共
産
党
八
路

軍
。
敵
軍
、
ゲ
リ
ラ
戦
法
に
よ

り
山
々
に
潜
伏
す
る
も
遭
遇
せ

ず
、
露
営
と
な
る
。
春
夏
秋
冬

討
伐
で
4
年
と
な
る
。
唯
一
忘

れ
ら
れ
ぬ
戦
闘
。

敵
の
夜
襲
。
慌

て
る
も
態
勢
整
え

反
撃
。
軽
機
、
重

機
を
連
射
し
敵
怯

む
。「
今
だ
」
友
軍
と
き
の
声

上
げ
、
突
っ
込
み
、
敵
敗
走
。

白
々
と
夜
明
け
る
。

4
月
部
隊
移
動
、
津
浦
線
沿

の
鉄
道
警
備
。
10
月
、
4
年
間

の
軍
務
終
了
満
期
除
隊
。
残
留

者
、
南
方
戦
線
へ
移
動
す
る
。

懐
か
し
き
東
京
も
3
ヵ
月
で
召

集
。
千
葉
九
十
九
里
浜
、
敵
米

軍
の
上
陸
阻
止
。
連
射
砲
任
務

に
就
く
も
空
し
く
終
戦
。

復
員
後
、
家
な
し
、
職
な
し
、

金
も
な
し
。
波
乱
万
丈
、
修
羅

場
を
乗
り
越
え
70
年
。
現
在
95

歳
、
吾
老
た
り
。
元
気
で
晴
耕

雨
読
、
仏
に
帰
依
し
、
朝
夕
、

般
若
心
経
を
唱
え
、
終
の
す
み

か
で
天
命
を
待
つ
。

平
成
19

年
春
、
単

身
赴
任
中

の
せ
が
れ

の
招
き
で
、
自
衛
隊
松
山
駐
屯

地
創
立
52
周
年
記
念
行
事
に
、

夫
婦
で
参
加
し
ま
し
た
。前
日
、

松
山
空
港
で
落
ち
合
い
、
松
山

城
天
守
閣
へ
。
市
内
が
一
望
で

き
、
そ
の
存
在
感
を
思
い
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、ス
ペ
シ
ャ

ル
ド
ラ
マ
の
主
人
公
と
な
っ

た
、
秋
山
兄
弟
誕
生
の
地
な
ど

訪
問
し
ま
し
た
。

記
念
日
当
日
、
せ
が
れ
は
送

迎
車
で
、
一
足
先
に
出
ま
し
た

の
で
、
私
た
ち
は
駐
屯
地
ま
で

歩
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
駐
屯

地
内
の
一
般
開
放
で
、
途
中
市

内
各
地
か
ら
の
大
勢
の
参
加
者

と
道
連
れ
に
な
り
ま
し
た
。

到
着
後
、
司
令
応
接
室
で
、

副
官
の
方
と
お
逢
い
し
、
そ
の

献
身
的
な
対
応
振
り
に
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。

午
前
10
時
の
式
典
開
始
で
、

観
覧
席
に
は
ご
来
賓
の
方
々
を

は
じ
め
、
一
般
の
招
待
者
等
で

埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
迷
彩
服

着
用
の
観
閲
部
隊
並
び
に
、
右

翼
に
第
14
旅
団
音
楽
隊
が
位
置

し
、
後
方
に
は
部
隊
装
備
車
両

等
、
側
方
に
は
榴
弾
砲
が
配
列

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

観
閲
台
の
後
ろ
に
、
司
令
父

母
席
を
設
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
観
閲
官
臨
場
、
部
隊
気

を
付
け
」
初
め
て
見
る
観
閲
台

に
立
つ
、我
が
子
の
姿
に
接
し
、

目
頭
が
熱
く
な
る
の
を
覚
え
る

と
と
も
に
、
防
大
1
年
生
～
2

年
生
の
頃
、「
防
大
を
や
め
た

い
」
と
言
っ
た
息
子
に
、「
自

分
で
決
め
た
こ
と
で
し
ょ
う
」

と
、
妻
の
叱
咤
激
励
混
じ
り
の

電
話
で
の
や
り
と
り
を
、
何
も

言
え
ず
に
い
た
自
分
の
当
時
の

面
影
が
、
脳
裏
を
駆
け
抜
け
て

い
き
ま
し
た
。

式
典
は
、
司
令
あ
い
さ
つ
、

ご
来
賓
者
あ
い
さ
つ
、
巡
閲
、

観
閲
行
進
と
、
滞
り
な
く
終
了

し
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
訓
練

展
示
が
行
わ
れ
、
榴
弾
砲
空
砲

の
発
射
音
等
耳
に
し
ま
し
た
。

夕
方
、
宿
泊
ホ
テ
ル
の
浴
衣

姿
で
、由
緒
あ
る
道
後
温
泉（
霊

の
湯
）
で
入
浴
す
る
等
、
貴
重

な
体
験
を
し
た
旅
で
し
た
。

地　区 小学校 時　間 開催日程

松　江
第三松江小学校 10～12時 10/10・10/31・11/7・11/21・12/5・12/12・1/9
東小松川小学校 14～16時 10/24・11/28・12/26・1/23
一之江小学校 13～15時 10/18・11/22・12/20・1/17

小松川

平井東小学校 13～15時 10/4・12/6・1/24
小松川小学校 13～15時 10/10・11/14・12/5・1/9
平井第二小学校 10～12時 10/17・11/21・12/19・1/16
小松川第二小学校 13～15時 10/25・11/22・12/27・1/31

葛　西
船堀第二小学校 10～12時 10/4・10/10・11/21・11/22・12/6・12/12・1/9・1/24
第二葛西小学校 10～12時 10/17・10/24・11/21・11/28・12/19・12/26・1/16・1/30
西葛西小学校 10～12時 10/25・11/8・12/13・1/10

地　区 小学校 時　間 開催日程
葛　西 新田小学校 10〜12時 10/18・11/22・12/20・1/17

小　岩

西小岩小学校 10～12時 10/3・10/10・11/7・11/28・12/12・12/19・1/9・1/16

東小岩小学校 13～15時 10/18・12/20・1/17

下小岩第二小学校 13～15時 10/25・11/22・12/13・1/24

東　部
南篠崎小学校 13～15時 10/18・10/25・11/1・12/6・12/13・1/17・1/24

下鎌田西小学校 10～12時 10/24・10/31・11/21・11/28・12/19・12/26・1/16・1/23

鹿　骨

篠崎第四小学校 13～15時 10/10・12/12・1/9

鹿骨東小学校 10～12時 11/28・12/26・1/23

篠崎第二小学校 10～12時 12/6・12/20・1/10・1/17

平成27年度 地区リズム運動教室予定表　【平成27年10月〜平成28年1月】
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み
な
さ
ん
は
、
毎
日
の
食
事
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
と
れ
て
い
ま
す
か
？ 

70
歳
以
上

の
熟
年
者
の
、
一
日
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
は
、
男
性
お
よ
そ
２
２
０
０
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
、
女
性
お
よ
そ
１
７
５
０
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
日
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
目
安
に
下
の
図
を
見
な

が
ら
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

一
日
の
食
事

を
大
き
く
主

食
、
副
菜
、
主

菜
、
牛
乳
・
乳

製
品
、
果
物
の

５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
過
不
足
が
あ
れ
ば
量

の
加
減
を
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
し
ま

し
ょ
う
。

「
参
考
：
厚
生
労
働
省　

日
本
人
の
食
事

　

�

摂
取
基
準
／
食
事
バ
ラ
ン
ス　

よ
り
」

本紙の発行に際しまして御協賛いただきましたスポンサー各位に厚く御礼申し上げます。今後とも倍旧の御厚誼を賜り
ますようお願い申し上げます。

スポンサーへの御礼

食
生
活
を
考
え
よ
う
！ 

秋の食材まめ知識

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド

※丼もの・カレーなどは主食と主菜に分けて考えます

食
事
を
数
え
る
に
は
、
見
た
目
の
量
と
、
主
に
使
わ
れ
て
い
る
食
材
で
判
断
し
ま
す

 

～
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
～

特集

〈
栄
養
〉

● 

ビ
タ
ミ
ン
Ａ

　

視
覚
調
整
の
効
果

● 

タ
ン
ニ
ン

　

強
い
抗
酸
化
作
用
の
ほ
か
、
飲
酒
の
前

に
食
べ
る
と
、
悪
酔
い
を
防
ぐ

〈
柿
選
び
の
コ
ツ
〉

①
ヘ
タ
の
近
く
ま
で
色
が
均
一
に
な
る
も
の

②
ヘ
タ
が
４
枚
つ
い
て
い
て
、
実
と
の
間

に
隙
間
が
な
い
も
の
（
隙
間
が
あ
る
も

の
は
、
虫
が
入
り
柔
ら
か
く
な
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）

〈
栄
養
〉

● 

た
ん
ぱ
く
質

　

筋
肉
を
つ
く
る

● 

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
２

　

皮
膚
を
健
康
に
保
つ

〈
サ
ン
マ
の
選
び
の
コ
ツ
〉

①
頭
か
ら
背
中
に
か
け
て
盛
り
上
が
り
厚

み
が
あ
る
も
の

②
魚
は
内
臓
か
ら
悪
く
な
る
の
で
、
お
腹

の
硬
い
も
の
が
新
鮮

③
尻
尾
を
持
っ
た
時
に
、
刀
の
よ
う
に
一

直
線
に
立
つ
も
の

サンマ

柿

〈
栄
養
〉

● 
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

　

 

風
邪
予
防
の
効
果

　

 

栗
に
含
ま
れ
る
デ
ン
プ
ン

が
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
熱
か
ら
守
る

〈
栗
選
び
の
コ
ツ
〉

①
平
た
い
も
の
よ
り
ふ
っ
く
ら
と
丸
み

の
あ
る
も
の

②
ず
っ
し
り
と
重
み
が
あ
る
も
の

　
（
時
間
が
経
つ
と
乾
燥
し
、
実
が
軽
く

な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）

栗

check

一日に必要な摂取量
グループ 男性 女性
主　食 7 5
副　菜 6 6
主　菜 5 4
牛　乳
乳製品 2 2

果　物 2 2

訃 
報�

（
敬
称
略
）

二
之
江
長
生
会�

遠
藤　

節
子

�

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

新
任
会
長
紹
介�

（
敬
称
略
）

�

一
南
若
葉
ク
ラ
ブ　

落
合　

忠

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

退
任
会
長
紹
介�

（
敬
称
略
）

�

一
南
若
葉
ク
ラ
ブ　

上
南　

宏

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
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♣
お
彼
岸
も
過
ぎ
秋
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
輪
投
げ
大
会
も
無
事
終
わ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
輪
投
げ
は
頭
と
体
を
使
う

の
で
認
知
症
予
防
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

9
月
の
笑
顔
い
っ
ぱ
い
長
寿
の
集
い
で
は

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
見
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

�

（
広
報
部
長　

鈴
木　

善
三
）

♣
我
が
ク
ラ
ブ
も
予
算
を
工
面
し
て
輪

投
げ
セ
ッ
ト
を
購
入
し
ま
し
た
。
今

大
会
に
は
準
備
不
足
も
あ
り
不
参
加

で
し
た
が
、
自
治
会
主
催
の
団
地
祭
、

健
康
講
座
、
茶
話
会
、
ま
た
ク
ラ
ブ

の
誕
生
会
な
ど
友
好
の
輪
を
広
げ
る

頼
も
し
い
味
方
で
す
。�

	�


（
広
報
副
部
長　

赤
羽
根　

智
英
子
）

♣
清
々
し
い
季
節
に
な
り
、
体
を
楽
し

く
動
か
せ
る
時
候
で
す
。
人
込
み
に

出
か
け
る
事
を
敬
遠
し
が
ち
で
す
が
、

楽
し
ん
で
い
る
人
々
を
見
物
す
る
の

も
新
鮮
で
元
気
が
湧
く
と
思
い
ま
す
。

区
民
ま
つ
り
、
さ
わ
や
か
体
育
祭
、

地
域
の
行
事
等
に
積
極
的
に
参
加
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

�

（
広
報
副
部
長　

山
口　

靖
代
）

【
第
38
回
区
民
ま
つ
り
】

10
月
11
日
（
日
）　

都
立
篠
崎
公
園
（
お
ど
り
ス
テ
ー
ジ
）

【
第
43
回
さ
わ
や
か
体
育
祭
】

10
月
22
日
（
木
）

江
戸
川
区
陸
上
競
技
場

【
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
え
ど
が
わ
２
０
１
５
】

11
月
23
日
（
月
・
祝
）

下
小
岩
第
二
小
学
校

【
2
0
1
5
介
護
フ
ェ
ア
】

11
月
28
日
（
土
）

タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀

【
リ
ズ
ム
運
動
地
区
交
流
会
】

11
月
６
日
（
金
）

葛
西
地
区
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

11
月
20
日
（
金
）

松
江
地
区
・
総
合
体
育
館

11
月
21
日
（
土
）

鹿
骨
地
区
・
総
合
体
育
館

11
月
27
日
（
金
）

小
岩
地
区
・
総
合
体
育
館

11
月
29
日
（
日
）

小
松
川
地
区
・
小
松
川
小
学
校

11
月
30
日
（
月
）

東
部
地
区
・
東
部
区
民
館

　

今
後
の
主
な
行
事
予
定

　

編 

集 

後 

記

私
が
こ
の
教
室
を
受
講
し
た

き
っ
か
け
は
、
ク
ラ
ブ
の
女
性
か
ら

「
い
か
づ
ち
会
の
リ
ズ
ム
は
、
男
性

役
が
少
な
い
の
で
ぜ
ひ
会
長
に
や
っ

て
み
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

で
す
。
最
初
は
あ
ま
り
気
が
進
み
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
受
講
し
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

し
か
し
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
、

大
変
雰
囲
気
が
良
く
と
て
も
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
教
室
で
し
た
。
そ
れ

に
、
今
ま
で
全
く
経
験
が
な
い
の
に

相
手
と
組
ん
で
踊
る
の
は
気
が
引
け

る
部
分
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
や
は

り
男
性
だ
け
で
足
型
を
習
う
の
は
と

て
も
気
が
楽
で
す
。
も
ち
ろ
ん
最
初

は
慣
れ
な
い
足
の
運
び
に
苦
戦
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
指
導
員
が
と

て
も
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
一
生
懸
命
練
習
し
て
い
る
と
、

少
し
ず
つ
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
と

て
も
お
も
し
ろ
く
な
っ
て
き
ま
す
。

新
し
い
こ
と
を
始
め
る
の
は
、

初
め
は
抵
抗
感
が
あ
り
ま
し
た
。
た

だ
、
始
め
て
み
る
と
新
た
な
楽
し
み

も
見
つ
か
り
ま
す
。
私
は
男
性
限
定

の
初
心
者
教
室
を
卒
業
し
た
後
、
今

現
在
も
南
葛
西
会
館
の
初
心
者
教
室

に
通
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
練
習

中
で
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

教
室
を
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

リ
ズ
ム
運
動
と

は
社
交
ダ
ン
ス
の
ス

テ
ッ
プ
を
熟
年
者
向

け
に
や
さ
し
く
し
た

軽
運
動
で
す
。
健
康

の
保
持
や
仲
間
作
り
に
役
立
ち
、
男

女
共
に
長
く
楽
し
め
る
趣
味
と
し
て

大
人
気
で
す
。

そ
ん
な
リ
ズ
ム
運
動
が
気
に
な

る
男
性
の
方
へ
、
ま
ず
は
１
月
か
ら

３
カ
月
間
行
わ
れ
る
男
性
限
定
の
初

心
者
教
室
を
お
勧
め
し
ま
す
！
興
味

7月 5日（日）、今年も第
39 回囲碁・将棋大会で熱
戦が繰り広げられました。
参加者は 200 人、くす

のきクラブからは 86 人、
そのうち 13 人の方が入賞
されました。
中には最後の最後まで勝

負がつかず、手に汗握る対

局に周囲にも緊張と熱気が
伝わってくるような場面も
見られました。
今年も小松川高校の将棋

部 8人にボランティアとし
て参加していただきました。
おかげで、お好み対局コー
ナーでは高校生人気で大変
なにぎわいでした。若い学

は
あ
る
け
ど
初
め
て
で
不
安
、
と
思

う
方
で
も
安
心
で
す
。
こ
の
教
室
は

大
変
分
か
り
や
す
い
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

４
月
か
ら
始
ま
る
初
心
者
教
室

（
１
年
間
）
の
前
に
足
慣
ら
し
で
参
加

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

初
め
て
の
リ
ズ
ム
運
動

受
講
者
募
集
！

男
性
限
定

※敬称略

受講者の声
森
田
照
男
さ
ん

今年1月から3月までの
男性初心者教室修了生

【応募方法】
◆対　象　区内在住の60歳以上の男性、

　　　　　かつ初心者教室未修了の方

◆申　込　11月 11日 ( 水 )

　　　　　9時から電話で受け付けます

◆費　用　無料
　くすのきクラブ会員は各クラブの会長にお

申込みいただくことをお勧めします。

　詳細は広報えどがわ 11 月 10 日号をご

覧いただくか生きがい係（☎５６６２ー

００３９）までご連絡ください。

《囲碁の部》７人
C3　寺田　　明
　　（シティコープ西葛西）
D3　藤巻　健治
　　（鹿三和楽会）
E2　石塚　利男
　　（美恵多会）
F1　佐藤　芳博
　　（十八寿会）
F2　田村　　眞
　　（楽生会）
F3　大内　康匡
　　（シティコープ西葛西）
G3　川久保茂弘
　　（なぎさ麗樹会）

《将棋の部》６人
A3　河井　増男
　　（上篠クラブ）
B1　笹沼　　忠
　　（楽生会）
E2　古谷　勝己
　　（春江町クラブ）
E3　関　　利夫
　　（大杉第五菊の会）
F3　戸田　昭一
　　（楽生会）
G1　小野　賢二
　　（堀江常磐会）

くすのき入賞者
おめでとうございます！

（アルファベット：クラス／数字：順位）

生との一局は新鮮な刺激と
なったのではないでしょう
か。
今回入賞された 13人の

方、本当におめでとうござ
いました。また、惜しくも
満足のいく結果を得られな
かった方も、また来年実力
を発揮されることを期待し
ております。来年度の開催
の際にも、ご応募を心より
お待ち申し上げております。

第39回 熟年者囲碁･将棋大会

開講の
お知らせ


